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 Abstract: Observations on the limnological properties, samplings of waters and bottom 
assemblages for biological and ecological studies, and some ﬁeld experimental studies at 
several lakes in Sôya Coast ice-free areas, were carried out during the austral summer 
season in the 49th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE), 2007-2008. These 
studies were planned as one of the research projects named, “Studies on the changes of 
polar environments and ecosystems (P-3)” and the monitoring studies named “Monitoring 
for ecosystems (M-4)” during the 7th term of the Japanese Antarctic Research Expedition 
Plans. Field studies were done from 22 December 2007 to 13 February 2008, while our Ice 
Breaker Shirase stayed at/near off Syowa Station. To clarify the relationships among  
seasonal changes of environmental factors and biological responses, frequent field 
observations were performed at Naga Ike, one of the freshwater lakes in the Skarvsnes ice-
free area. General limnological and biological samplings at the other lakes in the area (14 
lakes near the Kizahasi Beach field base camp) were also done during the term. 
Observations and samplings distant from the base camp, four lakes in eastern Skarvsnes, a 
lake in Skallen, and three lakes in Langhovde, were also done using a helicopter for 
transportation. From Namazu Ike (temporary name) in eastern Skarvsnes, submersible 
video cameras were retrieved and so-called ‘algal crest’, benthic moss-algal assemblages, 
were sampled by scuba diving. Benthic copepods were sampled quantitatively from  
Nurume Ike in Langhovde. From Hyoga Ike (temporary name), a snow-dammed glacial 
lake which lost its water by recent breakage (during the JARE-46 wintering period), thin 
bio-ﬁlm samples were collected from the present lake shore formerly part of the lake bed.
　要旨 : 第 49 次日本南極地域観測隊（第 49 次）夏隊において，湖沼観測として
湖沼環境観測，生物・生態学的研究試料としての湖水と湖底の生物群集採取，及
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1．は じ め に
昭和基地が位置する宗谷海岸のいくつかの露岩域には，大小さまざまな湖沼が 100 以上存
在している．これらの湖沼に関する研究は地球化学的・陸水学的観点から開始され（菅原・
鳥居，1959; Murayama et al., 1981），ついで生物学的観点から，生物分布や分類学的研究
（Fukushima, 1961; 秋山, 1974; Nakanishi, 1977; Kanda and Iwatsuki, 1989; Imura et al., 1992），生
物生産に関する研究（Tominaga, 1977; Ohyama et al., 1990, 1992）が日本南極地域観測隊にて
湖沼研究に関心を持つ隊員が観測隊員として参加した折に粛々となされてきた経緯がある．
第 36 次隊（1994/96）による湖底の大規模なコケ類―藻類からなる「コケ坊主」の発見報告
（Imura et al., 1999; 伊村・神田 , 2002）を境に研究者らの関心が高まり，より詳細な湖沼成立
の地史的研究（瀬戸ら, 2001; Matsumoto et al., 2006），微生物や単細胞藻類群集構造（Naganuma 
et al., 2005; Matsuzaki et al., 2006; Ohtsuka et al., 2006）や湖底植生分布の検討（Imura et al., 





から VII 期をまたいで「南極湖沼における生態・地史学的計画（Research on Ecology and 







の両課題にかかわる観測を記録したものである．野外観測は 2007 年 12 月 22 日か













後での 3 m 以上と思われる大幅な水位変動痕からフィルム状の生物試料を採集し
持ち帰った．











取り組んだ（表 1，及び図 1 参照）．なお，隊員個々人が抱える湖沼観測以外の観測項目（方
表  1　スカルブスネス湖沼名一覧（番号は図 1 中の番号と対応，＊印は仮称名）．
Table 1.  Lakes in Skarvsnes (numbers in the left column indicate the lake position in 









2007 年 6 月の 49 次隊夏期総合訓練までに，今次観測隊に参加し，ともに野外での観測活
動を実施する候補者があがってきた．5 名の隊員候補者，工藤・飯田・高橋・山本・小川と
2 名の総合研究大学院大学極域科学専攻の大学院生同行者候補，田邊・辻本の総勢 7 名であ
る．このうち高橋・山本は昭和基地及びペンギンルッカリーを中心にこの夏の観測活動に取
り組む計画の実施担当者として活躍してもらい，残りの 3 名の隊員と 2 名の同行者で湖沼に
おける観測活動と同行者の研究課題を協力して遂行できるように，夏訓練期間中に大まかな
図  1　スカルブスネス湖沼群
Fig. 1.  Position of lakes in Skarvsnes area. Numbers in the figure correspond to numbers in 
the left column of Table 1. 
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う可搬式ゴムボート（アキレス製，二人乗り用，搭載可能重量 350 kg 程度）の操船とその上
での観測行動の習熟訓練（部門別訓練 1）を，国立極地研究所河口湖研修施設を利用して実
施した（2007 年 7 月 1 日～4 日）．このとき，REGAL 計画の先導者の一人でもある伊村第
49 次観測隊長，第 48 次観測隊夏隊として湖沼観測に携わった笠松隊員が講師として参加し，
第 49 次隊で参加する隊員・同行者に向けて，湖沼観測での実態と野外での観測行動の経験
談を交えた講習を行った．
表  2　第 49 次隊観測実施湖沼一覧
Table 2. List of limnological observations carried out by JARE-49.
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南極でのボート利用上の安全をさらにはかり，第 49 次隊で計画されている潜水による湖














と潜水中の意思疎通の向上を目的に，水深 15 m 程度の海洋にて潜水訓練を実施した．また，
湖沼観測開始直前の 12 月 20 日と 21 日には昭和基地沖海氷上で，湖の氷上観測をシミュ
レーションし，氷上での安全行動とエンジンドリルを使用した観測穴の穿穴訓練を実施し
た．
3．観 測 概 況






「しらせ」が昭和沖へ接岸する前の 12 月 22 日に，スカルブスネスきざはし浜生物観測小
屋への物資・人員輸送を地圏グループとともに開始した．この観測に参加した生物圏担当隊
員・同行者は，工藤・飯田・田邊であり，小川・高橋・山本・辻本は昭和基地での観測活動
に携わった．3 名での湖沼観測立ち上げ時，第 48 次隊から小川医療隊員の支援をいただくと
ともに，同地で行動していた地圏グループの協力を受けて観測を開始した．
到着後，直ちに観測小屋施設の立ち上げと設営活動を行い，実験装置を設置，その日の午
後にはきざはし浜周辺にある 4 つの湖沼の視察を実施した．翌日にはさらに別の 5 つの湖沼













和基地での観測と研究を立ち上げ終えた小川を 27 日，辻本を 29 日にきざはし浜へと迎え，
これに斉藤同行者が観測に加わり，菩薩池・如来池・地蔵池・仏池・くわい池・扇池（湖沼
名は仮称，これまでの報告では記号で B-1，B-2 などと記載している．表 1 参照）と研究者
が呼び始めた小規模な淡水湖沼にて湖沼観測と微小動物群を含む生物試料サンプリングを実
施した．





響調査のための土壌サンプリングを目的とし，1 月 2 日～4 日に雪鳥沢生物観測小屋を拠点
とした活動を実施した．
小屋の立ち上げ後，穿穴用エンジンドリルと湖沼観測機器を最上流部の東雪鳥池湖岸へと






















3.3.　第三期湖沼群観測 : スカーレン大池とスカルブスネス湖沼群（1 月 10 日～21 日）


















14 日の向岩での氷床末端生物試料採集を終え，15 日に 3 度目となるスカルブスネスでの
















盆にて実施した．最深部水深 30 m 付近では無光・無酸素環境で藻類など光合成生物や好気
的な動物群集は存在できないとみられること，また湖底の堆積物が固化し，通常用いている
採集装置では採集できないためである．19 日にはありさ池（仮称）での湖沼観測と試料採取，














在中に発熱と腹痛に襲われ，この 1 名を療養のために「しらせ」に残し，4 名での観測スター
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トとなった．








観測に向かった．このときには健康回復した 1 名が復帰し，5 名で椿池での湖沼観測と試料
採取を実施することができ，27 日午前までを費やしてこの期間に採集した試料の処理と実験
測定を完了させた．
3.5.　第五期湖沼群観測 : ラングホブデ氷河池（仮称）・ぬるめ池（2 月 1 日～5 日）
S16―とっつき岬及びスカーレン氷河末端での氷床上・氷床末端の生物試料サンプリング
























3 日午後から改変型 NIPR-1 型プロペラ式動物プランクトンネット（Fukuchi et al., 1979）
を用いて，水深の浅い第二湖盆（最大水深 4.5 m 程度）中央部にてカイアシ類試料採集を試
みた．この装置は直流 15 V リチャージャブルリチウムイオン電池（8000WP-L, Daiwa）にて
プロペラを駆動させることによりゴムボート上からでも操作が可能である．使用したプラン















必要があった．潜水と試料持ち帰りのオペレーションを 2 月 8 日と 9 日に予定し，潜水オペ
レーションには出発前の部門別訓練で行動を共にした隊員・同行者が，そして重量物の持ち
帰り支援には，越冬観測を終えた第 48 次中村・梅津隊員の協力を得ることができた．また，
最後のきざはし浜小屋撤収時には，小屋設備の点検と引き継ぎも兼ねて，第 48 次及び第 49
次設営隊員 4 名の支援を受け，3 つのオペレーションを滞ることなく完了させることができ
た．




















100 m 程度，ヘリポートから 2 km ほどの距離）でのコケ坊主試料の採集とこの湖からきざ
はし浜ヘリポート脇までの輸送は，午前中は天候回復待機となってしまった．この間，昨日
回収したビデオ装置の動作確認，係留観測機器のデータ確認を実施した．その後，天候は回
復してきたので，湖沼観測チーム 5 名に支援者 5 名を加えて仏池へと向かった．仏池では水
を含むコケ坊主試料を 20 l（密閉バケツでおよそ 6 個分）採取し，採集機材・ボート類など










4．おわりに : ここまでの湖沼観測と第 51 次観測及び第 VIII 期への橋渡し
第 40 次隊以降，我々が湖沼観測としてほぼ毎回実施している観測項目は（1）多項目水質
計を利用した湖沼環境の鉛直プロファイル測定，（2）採水器を用いた湖沼水のサンプリング




表  3　第 49 次隊湖沼観測で使用した主要観測機材・用具類







第 45 次隊以降は第 40 次隊から試行錯誤してきた時間連続的な湖沼環境データ（水温・
光・水中の濁りとクロロフィル量）の取得努力が実り，データーロガー式係留観測機器の設
置 / 回収による湖沼環境の季節変動データ報告が可能となり（Tanabe et al., 2008），この項目
を第 VII 期計画のモニタリング研究観測項目の一つとして位置付けることができた．現在，
この係留式観測装置はスカルブスネスの親子池と長池の 2 湖沼に設置しており，前者では
















本観測を実施するにあたり，第 49 次隊及び第 48 次越冬隊員諸氏からの，直接・間接的な
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